
茨城県設計施工連絡会議（三者会議）

ワンデーレスポンス・

設計変更審査会（試行）
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Ⅳ 受発注者間のコミュニケーション



受発注者間のコミュニケーションは出来形、品質の確保を図るうえで大変重要なことですが、工事発注後
の様々な課題を受発注者が一丸となって円滑かつ迅速に解決するため、以下の施策に取り組んでいます。
・三者会議：発注者、設計者、施工者が一堂に会し、情報を共有し工事の円滑な着手、手戻りを防止
・ワンデーレスポンス：施工者から質問等に対して、迅速な回答を実施し、施工者の手待ち時間を解消
・設計変更審査会(試行）：各種ガイドラインの活用を図り、設計変更の透明性を図り、円滑な設計変更の実施

三者会議・ワンデーレスポンス・設計変更審査会（試行）

発注者 設計者

施工者
発注者

変更設計の透明性を図り
円滑な変更手続

施工者

発注者 施工者

工事着手時 施工中 変更設計

協議・承諾・確認等

「ワンデーレスポンス」

■構造物を主体とする工事などを中心に実
施。 また、当初対象にしていなくても、
施工中に現場条件が大きく変化した場合
や受注者からの申し出による開催も可。
※「茨城県設計施工連絡会議（三者会
議）実施要領」（平成27年4月1日）

■原則、全ての工事が対象

※「茨城県工事監督におけるワンデーレ
スポンス実施要領」（令和3年8月17日）

■受発注者協議が整わない、重要な変更等
が対象

「設計変更審査会試行要領」（平成29年3月
24日）

適切な工程管理が可能となり
現場の生産性が向上

三者会議 ワンデーレスポンス 設計変更審査会（試行）

課題を早期に把握し円滑な
工事着手や手戻りの防止

担当者によるバラツキをなくし、

透明性を図る審査会の開催

・設計変更ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ活用の徹底

現場条件の把握
設計思想の把握
新技術の提案等
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